
自書と過去間を効果的に使う
技術士第二次試験の建設部門における択―式試験の勉強範囲は広範囲にわたる。忙しい

なかで勉強するには、効率的な取り組みが欠かせない。そこでポイントとなるのが、国

土交通白書や過去間を参考にした勉強法だ。今回は、これらの資料から効果的な択―式

試験の対策を進める方法を指南する。(本誌)
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本連載の第 1回 (2014年 1月 13日

号72ペ ージ)で も述べたとお り、

2013年度に復活した技術士第二次

試験の択一式試験において、建設部

門では出題20間中、9間が過去問か

らの出題となった。

一方、13年 11月 に開催された技

術士分科会試験部会の議事録を見る

と、択一式試験の合格水準に達して

いた受験者の割合は、総合技術監理

部門を除く20部門全体で61.9%に

とどまっていた。技術士第二次試験

において、建設部門の受験者数は、

総合技術監理部門を除く20部門の

約6割を占める。にもかかわらず、

択一式試験で60%以上の正答を得

た受験者の割合がこの程度の数字に

とどまっていたのは意外だった。

今年の試験では、昨年ほど過去問

と同じ問題が出題されるとは考えに

くい。択一式試験で合格基準をクリ

アできる受験者の割合は、さらに下

がるかもしれない。択一式試験を甘

く見ず、心して取り組まなければな

らない。

とはいえ、この試験の出題範囲は

建設部門全般にわたつていて広い。

やみくもに勉強しても効率が悪い。

そこで、ここでは次の 3ッ |ミに絞って

勉強することを勧める。

(1)国 土交通白書2013(2013年 7

月発行)

(2)過去間

(3)この 1年間で話題になつた時事

性の高いテーマや用語の定義など

これらの勉強法について、以下に

紹介する。

(1)国土交通白書2013

国土交通白書2014は今年7月 ご

ろに発行されるとみられる。試験問

題が作成される6月 には間に合わな

いだろう。13年度の択一式試験を

見ると、過去間を除く出題の半分は

最新版の国土交通白書から出題され

ていた。択一式試験対策として、国

土交通白書2013は必読だ。

ただし、白書は300ページ以上も

ある。その内容を全部覚えるのは極

めて難しい。過去の出題範囲などか

ら考えると、まずは71ページの表

で示す範囲を網羅するとよい。ここ

で挙げている項目は、今後の政策や

社会資本整備の動向が垣間見える部

分だ。試験では、数字やグラフなど

も出題されやすいので注意したい。

グラフについては、傾向を覚えて

おけ1餅田かい数字まで丸暗記する必

要はない。図表が出題される場合、

図表自体が重要で出題されるという

理由に加え、五肢択一式の出題にし

やすいという要素も小さくない。

択一式試験でグラフを用いて出題

する場合には、五つの選択肢で示す

グラフが明らかに違う傾向を示すよ

うにしていることが多い。違いが分

かりにくいグラフでは出題しにくい

からだ。択一式試験に向いていない

図やグラフは出題の可能性が低いの

で、対策を後回しにしてもよい。

(2)過去問

04年から06年の3年分と13年 に

出題された技術士第二次試験の択一

式試験の問題は、日本技術士会の

ウェブサイトに掲載されている。

13年の試験では、04年から06年に

出題された古い問題を流用したもの

が多かった。それでも、これらの間

題は今出題されてもおかしくない内

容を伴っていた。技術士第一次試験

でも過去間をそのまま出題する傾向

がある。今年の試験対策でも、過去

に出題された問題については押さえ



■ 国土交通自書2013の主な勉強範囲

第2節 インフラ。交通の着実な復旧・復興
第7節 東日本大震災を教訓とした津波防災地域づくり
第2節の2 官民連携等の推進
第5節の1 第3次社会資本整備重点計画の推進
第5節の2 公共事業の総合的なコスト構造改善の推進
第5節の3 公共工事の品質確保や入札契約の適正化
第7節の1 政策評価の推進
第7節の2 事業評価の実施
第1節の2の (1)国民の観光の動向と(2)外 国人の訪日旅行の動向

第3節の1の (1)景観緑三法に基づく取組みの推進

第3節の1の (3)無電柱化の推進

第2節の3 地域特性を活かしたまちづくり。基盤整備

第2節の1の (1)都市公園等の整備状況と機能充実に向けた取組み

第3節の(1)都市・地域における総合交通戦略の推進

第3節の(2)渋滞緩和に向けたTDM等 の推進

第3節の(4)都市鉄道ネットワークの充実

第3節の(5)都市モノレール。新交通システム・LRTの整備

第3節の(7)既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化

第1節 交通ネットワークの整備
第2節 総合的・一体的な物流施策の推進
第3節の9の (1)建設産業の現状

第1節の4 歩行者移動支援の推進
第2節  自然災害対策
第4節の7 道路交通における安全対策
第1節の2の (1)自 動車単体対策及び走行形態の環境配慮化

第2節の1 建設リサイクルの推進
第4節の4の (1)下水道による汚水処理の普及

第1節の1 トップセールスの展開
第4節の(7)技術者資格の海外との相互承認

第1節の1「Sの推進
第1節の5 1CTの利活用による高度な水管理。水防災

第3節の2 CIM・ BIMの取組み
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ておきたい。

過去間を勉強する際には、以下の

点を考慮しながら問題を絞るとよ

い。04年から06年の過去問60間 に

ついては、13年 に同様の問題とし

て出題された9間 を除外する。残り

の51間の内容は大半が古くなって

いるものの、今年出題されてもおか

しくない問題もある。例えば、72

ページ上に示す04年度のⅡ-1-
19の 問題だ。この内容であれば、

今年の試験で出題されても違和感は

ない。

72ペ ージ中段に示す05年度のⅡ

-1-17の ような原理を示した問
題も出題の可能性がある。さらに、

その下に示す06年度のⅡ-1-3の
ような法律を中心とした内容もあま

り変化がない。こうした過去間は、

改めて出題される可能性がある。

昨年の問題もそのままの形で出題

されるかもしれない。通常であれば

考えにくいものの、既に技術士第一

次試験ではそうした出題夕Jがある。

一応、押さえておいた方が無難だ。

例えば、72ペ ージ下に示す13年

度の I-14の ような出題だ。この

問題は題材が主に法律なので、内容

が頻繁に変わらず、出題しやすい。

このように、過去間については、

出題される可能′性のあるものを絞り

込みながら勉強する。過去間のうち、

今後の択一式試験で出題されそうな

問題を抽出したものを、72ページの

右下に示した。参考にしてほしい。

(3にこ1年の動向と用語

ここ1年間に話題に上った情報

第1章  東日本大震災から
の復旧・復興に向けた取組み

第2章 時代の要請にこた
えた国土交通行政の展開

第3章  観光立国の実現と
美しい国づくり

第4章 地域活性化の推進

第5章  心地よい生活空間
の倉1生

第6章 競争力のある経済
社会の構築

第7章  安全・安心社会の
構築

第8章  美しく良好な環境
の保全と創造

第2節の6 地域の移動手段の確保

第3節の2 民間都市開発の推進

1第 1節の2の (5)鉄道・船舶・航空のエネルギー消費効率の向上

127

270

279

285

第9章  戦略的国際展開と
国際貢献の強化

第10章  ICTの利活用及び
技術研究開発の推進

参考資料編
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■ 2004年から06年に出題された択―式試験で再度出題されそうな問題

[04年度のⅡ-1-19]
次の記述のうち、誤っているものはどれか。

(1)履行ボンドとは、履行保証制度の一つの方式で、請負者に債務不履行が生じた場合、保証人は代替

業者を選定して工事を完成させるか、保証金を支払うかのいずれかの方法により保証債務を履行する

ものである。

(2)ハザードマップとは、絶減の恐れのある野生動植物の分布状況を示した地図をいう。

(3)大深度地下とは、土地利用者などによる通常の建築物の地下室としての利用あるいは建築物の基礎

としての利用が行われない深さの地下をいう。

(4)ライフサイクルコストとは、構造物の建設に要する費用だけでなく維持管理、補修、取り壊しなども含め

た、構造物の生涯に要する費用の全体をいう。

(5)IS01 4001とは、製品やサービスなどの環境負荷の低減を図る仕組みを構築するための環境マネジメント

に関する国際規格である。

[05年度のI-1-17]
次の記述において、正しいものはどれか。

正答 (2)

(1)設計基準強度が、18N/m m2と 30N/m m2の コンクリートを比較すると、ヤング係数は前者が後者より大き

(2)同 じ水セメント比であれば、コンシステンシーは単位水量が大きいほど、細骨材率が小さいほど増大す

る。

(3)断層面より上位の上盤が下盤に対してずり落ちた断層を正断層という。

(4)マニング(Manning)の平均流速公式において、粗度係数が大きいほど流速は速くなる。

(5)層流と乱流の限界は流体の種類に関係なく、無次元数である「ある値」の付近で起こることが知られて

いる。この「ある値」のことを、フルード(Froude)数 という。 正答 (3)

[06年度のⅡ-1-3]
公共工事などの品質確保のための施策に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

(1)「公共工事の品質確保の促進に関する法律」によれば、公共工事の品質は、これを確保するうえで工

事の効率性、安全性、環境への影響などが重要な意義を有することから、より適切な技術または工夫に

より、確保されなければならない。

(2)」 IS Q 9001:2000では、管理責任者は、品質マネジメントシステムに必要なプロセスの確立、実施および

維持を確実に行うための責任・権限を持つ。

(3)コンストラクション・マネジメント技術活用 (CM)方式とは、これまで発注者。受注者の双方が行ってきた

様々なマネジメント業務の一部を、別の主体に行わせる契約をする方式であり、公共工事の品質確保

の有効な手段として国土交通省において試行が実施されている。

(4)「公共工事の品質確保の促進に関する法律」では、発注者は、技術提案をした者に対し、その審査に

おいて、当該技術提案についての改善を求めることはできないとしている。

(5)「住宅の品質確保の促進等に関する法律」では、新築住宅の売買契約において、売主には、住宅の

構造耐力上主要な部分などについて10年間の瑕疵担保責任が義務付けられている。  正答 (4)

■ 2013年度の択―式試験のうち、再度出題が予想される問題

は、国土交通省のウェブサイトなど

で確認できる。確認が必要な部分

は、審議会の内容だ。特にこの1年

間に開催されたもの力漱子ましい。時

間に余裕があれば、取り組みの範囲

を約2年間まで広げても構わない。

右ページの図は、国土交通省の

トップページから1青幸艮を引き出す手

順を示したものだ。

国交省のウェブサイトの トップ

ページの下の方を見ると、「注目の

キーワード」というメニューが存在

する。ここではまず、「社会資本の

老朽化対策」を見てみる。

すると、老朽化対策に関連するい

くつかの審議会の経過が出てくる。

ここで着目するのは、これらの審議

会が開催された日付だ。この日付が

1年以内のものを中心にチェックし

■ 過去間のうち再度出題される可能性があ
る問題

[I-14]

我が国の少子高齢化、バリアフリー化の現状に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。

(1)「バリアフリー法」に基づく「移動等円滑化の促進に関する基本方針」が、平成23年 (2011年 )3月 に改

正され、平成32年 (2020年 )度末までに3000人 /日以上が利用する公共交通機関の旅客施設をすべ

てバリアフリー化するなどの新たな目標が定められた。

(2)新婚。子育て世帯に適した住宅・居住環境を確保するため、公的賃貸住宅については、保育所などの

子育て支援施設との一体的整備を推進しているほか、事業主体により、子育て世帯などに対し当選倍

率を優遇するなどの対応を行っている。

(3)情報通信技術を活用した場所と時間にとらわれない柔軟な働き方であるテレワークは、職住近接の実

現による通勤負担の軽減や、仕事と生活の調和 (ワーク・ライフ・バランス)の実現、災害時などにおけ

る事業継続性の確保などの効果が期待されている。

(4)「バリアフリー法」に基づき、旅客施設の新設。大規模な改良および車両などの新規導入の際に移動

等円滑化基準の適合への努力義務が課されている。

(5)平成18年 (2006年 )度に改正された「道路運送法」により、地域住民の生活に必要な旅客輸送を確保

するため、一定の条件の下で市町村による市町村運営有償運送やNPOなどによる福祉有償運送、過

疎地有償運送を可能とする登録制度が施行されている。 正答 (4)



ていく。

例えば、社会資本メンテナンス戦

略小委員会は最終開催が14年 4月

16日 となっている。最終であれば

委員会としての成果を記したアウト

プットが出ているはずだ。公開され

ている情報をたどっていくと「道路

の老朽化対策の本格実施に関する提

言」に行き着く。

こうした提言をはじめとするアウ

トプットでは、冒頭にその趣旨を記

載しているケースが多い。この趣旨

の部分から択一式試験の問題が数多

く出題されるのだ。こうした部分

は、しっかりと読んでおく必要があ

る。例示したケースは、「道路」の科

目であれば択一式試験だけでなく、

論文試験にも役立つ情報だ。

ほかにも「地域公共交通の活1生化

及び再生に関する法律の一部を改

正」や「環境行動計画」、「更なる建

設リサイクル推進に係る方策 (骨子

案)」 などの情報が示

こうした部分もチェッ

ほしい。

次回は「直前対策と試験当日の対

応」を紹介する。

■執筆協力者

トマル経営技術コンサルタント代表
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ACNET技術士事務所代表
間瀬 雅彦

されている。

クしておいて

■ 国土交通省のウェブサイトから審議会などの情報を見る方法

国土交通省

一

l・ ,・ I

道路の老朽化対策の本格実施

に関する提言

平成26年 4月 14日

社会資本整備審議会 道路分科会

(資料:国土交通省)


